〇〇〇組合(林業)の行動規範
　※この行動規範は、全国国有林造林生産業連絡協議会で作成したものを参考にして
おります。
作成　令和　年　月　
　県内の森林資源は、戦後造成された人工林を中心に本格的な利用期を迎えており、豊富な森林資源を循環利用し、林業の成長産業化を早期に実現し、地方創生に貢献していくことが期待される。
　そのためには、川上・川中・川下の関係者が、互に理解し合い、それぞれが持続的な経営を確立していくことが重要である。

　とりわけ、川上（森林所有者）と川下（木材製造者）をつなぐ当組合（社）は、木材を安定的に供給し、伐採後の確実な再造林を推進する中核的な担い手として、常に技術力を研鑽・向上し、効率的な作業システムを実践するとともに、併せて森林の持つ公益的機能の発揮にも留意し、森林資源の保続に努めるなど、地域社会の安定にも貢献していく必要がある。
　こうした現状認識のもと、当組合(社)が地域社会から、また県民から適切に評価されるよう、意欲をもって責任のある行動をとるため以下のとおり行動規範を定める。
　
１　資源の循環利用をけん引する事業体であること
「伐って・使って・植えて・育てる」という森林資源の循環システムを実現するため、中核的な役割を期待されていることを良く理解し、伐採量の増加に対応し得るよう経営の強化に努めるとともに、自ら、あるいは他者との連携により、主伐・再造林を実施できる体制づくりに努める。
また、技術の研鑽・努力を怠らず、作業システムの効率化や生産性の向上により、山元への利益還元に努め、森林の持続的経営の実現を支援する。

２　木材産業の振興を支える事業体であること
　　木材産業の安定的な発展と、これを支える森林資源の持続的利用を実現するため、川下の関係者と連携を図りながら、培った知識、技術をもって、木材の安定的な供給に努める。

３　森林の環境保全を考慮した事業を展開する事業体であること

　　森林が有する公益的機能の重要性をよく認識し、伐採搬出作業における林地の保全、河川の水質保全や森林生態系の保全に努める。

　　また、主伐後は、林地の保全等を図るため、自ら、あるいは他者との連携により、再造林の積極的な推進に努める。

４　地域社会に貢献する事業体であること

　　山村地域における就労の場の提供に努め、事業実行を通じて地域経済に寄与するとともに、地域防災に協力するなど、地域社会への貢献に努める。
　　また、木材搬出等の作業にあたっては、地域住民の安全で快適な生活環境に支障を期たさないよう最大限の配慮に努める。

５　従業員の労働環境の向上、労働安全に取り組む事業体であること

　　従業員の人格、個性等を尊重し、公平な処遇を実現するとともに、働きがいのある職場環境の提供に努める。

　　また、労働安全法令を遵守し、労働災害の未然防止対策の推進に努める。
６　コンプライアンスの確保に取り組む事業体であること

　　従業員全員が、事業実施をはじめ、あらゆる場面において、法令を遵守し、社会倫理を備えた良識ある行動に努める。
行動規範作成例
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